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1.は じ め に
1092年に成立 したル ーシの 『アルハ ンゲ リスク福音 書』(以下Archと 略
称)が,ロ シアにお ける文章 語成立の上 で欠 くことので きない最重要資料 で
ある ことは,従 来 よ り諸学者 の説 くところで あるω。 しかるにその研 究は,
いまだ に1912年に当時 の写真 ・EP刷術 を駆 使 して製 作 された フ ァクシ ミリ
本 のテ クス トに依 ってい る。 これ は本文等すべて カラー版で,お そ らく3度
以上 の印刷 をへて本文 を仕上 げ,さ らに造本や外形 もその まま完全な複製 を
ね らった刊行物 であ ったω。一説 によ るとわずか100部 しか作成 されなか っ
たとい う。現在で も原本の写真 は公開されてお らず,欧 米で も今 なおこのフ ァ
ク シ ミリ版 がテ クス ト研 究の標準 版 とな ってい る。 しか るに,ペ レス トロイ
カおよびソ連邦崩壊 をへて,1997年に斯学 の第一人者であるJI、n.}KyKoBcKaH
らによ って諸機 関の助 力を得 て,Archのテクス ト翻 刻 ・研究 ・索 引が刊行







筆者 らは文部 科学省 ・日本学術振興 会の科学研究費補助金 を得 て,3次 に
亘 り,こ の写本 を中心 に据 えて,ス ラヴ世 界におけ る最初 の文章語 であ る古
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2代教会 スラヴ語(OCS)が,ス ラ ヴ世界 の各地 に伝播 し,そ の土地 どちの
口語 と融合 しつつその地 の文章語 を成立せ しめてゆ く過程 を,ス ラヴ世界 で
もっと も優れ た文章語が成長 した と評 されるロ シアに例 をとって,そ の成立
の萌芽 を見 よう と研究 を続行 して い る(3)。我 々の研 究 が依拠 した の は上 の
1912年刊 の ファク シ ミリ版 で ある(4)。この刊 本 はわが国 の国立国会 図書 館
にロ シア国立図書館 よ り寄贈 されてあ った⑤。 まった くの偶然 であ った。
我 々の研究 は1912年版 によ ってテ クス ト研究 を推進 したが,こ の刊本 がカ
ラー写 真お よび印刷の初期 の段 階の製 作であることか ら,不 明箇所 が続 出 し
た。}KyKOBCKaflらの刊 本 は待望 した ものであったが,そ の学 問的価値 は必ず
しも十 全 ではない と,筆 者 らは考 える。 その原 因の ひ とつは,中 心 編者 の
}1{yKOBCKaHの不慮 死 と考 え られ る(6)。だが,そ れで も多 くの欠 陥が容易 に
指 摘 しうるのである。 今 回モスクワで会 見できた編者の一人H.B."eBoqKHH
博士 も,テ クス トについてはなかなか譲 らなか ったが,索 引について は自分
達 の作成 ではない としてm,一 部不完全であ ることを認 めていた。
1912年フ ァクシ ミリ版 によ り我 々はテ クス トの翻字 を一応 完成 した とこ
ろ,1997年に至 り}KyKOBCκa只らの刊本 が出版 された。 さっそ く我 々の翻刻
テ クス トとの照合を試 みた ところ120箇所 ほどの疑問が浮か び上 が った。 ファ
クシ ミリ版 による我 々のテ クス トと}KyκOBCKaHらのテ クス トに多数 の読 み
の違 いがでて きたのであ る。 ここで原本 を見 る必要が生 じた。
繰 り返すが,1912年以 降今 日まで,Arch原本 の写真版 は公開 ・公刊 され
ていない。 ロシアにお ける最貴重著 たる第4番 目の本で あ り,国 宝級 の写本
ゆえ閲覧は およそ不可能 であることが伝 え られ ていた。 しか し原本閲覧 の筆
者の希望 は もだ しがた く,昨2004年5月 よ り,諸 々のルー トをた どって,
ロシア国立図書館古写本部 と接触 ・交渉 を続 けてきた。 は じめ原本閲 覧は不
許可 との ことであ ったが,何 度 も連 絡を とるうちに今2005年3月 古写本部
部長 よ り閲覧許可の書類 を得 ることができた。 ロシア国立図書館古写 本部 に
おいて,き わめ て困難な接渉 をへ て,僅 か1時 間の閲覧許可 を得,原 本 にま
みえ ることがか なった。
古写本部 によれば,上 記2書 は原本 閲覧 をせ ずとも研究す ることができ る
ように出版 した もので あ り,原 本 の閲覧 は原則禁止 であるとい う。 また ファ
クシ ミリ版 は,原 本 の写真 であ り,原 本 そのままであ って,そ れを見 れば原
本 を見 るに及ばな いこと,さ らに}KyKOBCKafl刊本 は,こ れを補 ってあま り
あるとの説 明であ った。 しか しなが ら,写 真 は写真 であ り,原 本 によ らなけ
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3れば判明 しない点 もあ ることは,筆 者の長年の経験 の知 らしむるところであっ
た。 これを主張 したが,い っかなききいれ られず,許 可 す るとの書 面があ る
の に も拘 らず,閲 覧 は絶望 的であ った。許可 を与 えて くれた古写 本部 長の長
期不在 も大 きな一因 であ った。
せ めて研 究者 と会 い話 した いと願 い,よ うや くJleBoqKHH博士 に会 うこと
が でき,写 本テ クス トの問題 を話 しあ った。 当初博士 も}KyKOBCKaH刊本 テ
クス トの不謬性 と,1912年フ ァクシ ミ リ版 写真 は真 実を写 してい る と主 張
し続 け,こ れを楯 にま った く相手 に して もらえなか った。 しか し我 々のテ ク
ス トと,用 意 してい った125ほどのチ ェック ・リス トを見 るに及 び,ロ シア
古写本部 の責任者で ある博士 は,自 分 の権 限内で と断 って,突 然1時 間の閲
覧 を許可 して くれた。 それ以上 の時間は無理 であ るとい う。 そ こで さっそ く
お願 い し,手 続 を行 な った。
かか る短 時間 は,準 備 して い った リス トの うち,主 要 な20箇 所 ほ どの照
合 に終 わったが,見 るべ きは果 た した。1912年フ?ク シ ミリ版 と原本 が異
なる箇所 が存在 したのである。
拙稿 は,今 夏 な しえたArch原本の閲覧 に際 し,我 々の問題点 の うち,主
要 な20点 ほ どにつ き,原 本に おいていかな る状況か,ど う読 めるかを報 告
す る ものである。
2.原 本 につ いて
本2005年8月2日,ロ シア国立 図書館 の本 館 とは別棟の 《KopnycT》2
階 の閲覧室 で,Arch原本 を閲覧す ることが できた。 許 され た時 間は現地 時
間午後1時 か ら2時 までの1時 間。
原本 は風 聞 とは異 な り,き わめてよい状 態で保存 されていた。 ここ7年 以
上,閲 覧に供 していない し,テ レ ビ取 材 も断 ってい るとの こと。 頼んでみ た
が,写 真撮影 は厳禁 であ った。
本 は ヨー ロッパで よ く見 られ る厚紙製 のブ ックケースに入れ られていた⑧。
淡黄色 の布 に包 まれていて,係 の婦人 が筆者の 目の前 において包みを とい て
くれ た。原装のままと思われ るぷ厚い前 ・後の木の表紙。つややかな皮の背。
背 は幾重 もの綴 じを重 ねたものだが,永 年の使用で手 にな じん だのであ ろう,
鈍 く光 ってい る。綴 じ糸 は太 い麻 糸。2～3種 類か(")。原本 の大 き さは ざっと
縦20.5cm,横15.5cm。木製の表紙 は前後 とも厚 さ約1cm。 表紙 を含 めて,
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4本 の厚み は約8.5cm。全体 と して1912年複製本 よ りはるかに重厚 であ り,
重量 もあ る。 開 くと表紙 ウラに購入時 のペ ンによる書 き込 み⑰。 表紙 と本
文第1葉 オモテ との間には包 み と同 じ淡黄色 の布 を,ペ ー ジよ りやや大 きめ
にカ ッ トして保護 のためは さんであ る。 この布 は,本 文最終葉 ウラ と後表紙
との間に,さ らに本文第122葉 ウラと123葉オモテとの間 に も存す る。 後者
123葉オ モテ はMenologionの冒頭 で あ り,・朱 の門様 飾 り(3acTaBKa)が
あって,そ の保護 のためであろ う。
本文 の羊皮紙 は,'写真複製版 で見 ていたの とはまった く印象 が異 な る。写
真 は黄味が強 くあ らわ れているが,原 本 は白 くやや透 き通 って お り,い わゆ
る白強化 したよ うな印象 を うけ る。羊皮紙上,強 く引かれ た白界上 に文字 が
書かれて ある。 イ ンクの色 はきわめて鮮 明。朱 のイ ンク もおちつ いた色 を呈
して いる。文字 はよ く読 める。各葉オ モテ右下 には,永 年 にわ たってペー ジ
を開 いた ために,指 による丸形 の損傷が はっき りと認め られ る。全体 を開い
てゆ く時,左 ・右 のペ ージに段差 を生 じるので,紙 たばを しか るべ き表紙 の
下 にはさんで調整 しなが ら閲覧す る。
文字は鮮明だが,例 えば123葉オ モテの門飾 りの上の小 さな書 き込 みは,
さすがに薄 く,筆 者の視力 と部屋の 自然光下で は判読で きなか った。 また本
文末部分の細字や書 き込み も同様で あった。
しか しなが ら,原 本 は全体 と して はきわめて保存は良好 とい うべ きで,非
常に大事 に保管 されてい ることを目のあた りに した。
3.原本での照合箇所
今 回,モ ス クワ行きに際 して筆者が原本に直 接当た って確認 したい箇所 は
125ほどであ った。 しか しな が ら,現 場 にあ っては この数 は2日 を要 す る仕
事 とみなされ,拒 否 された。最 終的に1時 間の閲覧 が許 されたわけだが,上
記125ほ どの うち,も っと も主要 な箇所 だけに限 って,原 本 との照合 を行な
い,テ クス トを確定 せざるをえなか った。 それ らの箇所 を列挙す る と次の通
りであ る。通 し番号,出 現箇所,1912年ファク シミリ版での我 々の読み(F),
対応 の}ICyκOBCKaHら刊 本 での読 み(Z)の 順 で示す。Zは 場 合 によ り表 示
























































































































Fπ ・*ICCTI)の上方 に小書 き。
FB6BONIAMH;2B[E,,B'bNIAMI,1*注において。
FBE丑omA*7行 目欄外 に枠囲みで あ り。
F}KC*qTOの 上に小書 き。
FnPEJIA;2nPE日A
F苗*後 に空 白あ り。










F*全 体 的に読 めない部分多 し。
以下各項 につ き,原 本 と照合 した結果 と,若 干 の説 明を記 す る。『必 要に応
じて適宜 『マ リヤ写 本』(Mar),『ア ッセマ 一二写本』(Ass)のカノ ン,お
よ びロ シア側 の 『オ ス トロ ミール福音書』(Ostr),『ムスチス ラフ福音書』
(Mst)と対照 させ,参 考 とす る。(こ れ らの写本 の刊 本 につ いては,論 考 末
の文献 表 を見 よ。)そ の 際写 本名 の あ との か っ こ内 に出現箇 所 を示 し(11),
Marには現行 の和訳 を添え る(12)。
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6な お言 うまで もな く,
コスで ある。
Marは 四 福 音 書,他 のAss,Ostr,Mstは ア プ ラ
①18v-3:原本 は 〈ilocNAB5111cMOY>。zの読 み が 正 しい。Fは
JleBoqKHH氏も見 て 〈fioc!"A旦/旦b田cMoy>と2箇所 にわ た って文字 に
問題 があ ると した。 だが原本 では前者 〈T>は明確 に 〈b>であ り,後 者 は上
下 の横線が原本 で は細 いなが らもは っき りと見えてお り,明 らか に 〈B>と
読 め る。Fに お いて 問題 が深刻なの は前者 で,語 形 上 〈nOCT-〉は考 え られ
ず,何 故原本 の 〈nOCb-〉の 〈「b>が〈T>と写 っているのか,首 をか しげざ
るを得 ない。(こ の問題 は後述 する)。この箇所 の確認は,今 回最大の成果 で
あ った。Cf.Arch(J16.5)NHN島}1{CHnOyK6nOC玉nAB6mCMOy
MA.;Mar(381-10)N'b(1)Nも}KCI,1瓜thI{lbnOCI)JIABT)1田OMOyMA.





②44v-11:原本 は 〈llOCTOMNH.〉。 我 々の読 みが正 しく,Zの 読 みに は
語尾 にひ とつ余計 な 〈H>が付加 されて ある。眼 の錯覚(parablepsia)によ
る誤認 か。 なお,こ の語 を含むArchの文章 で は,次 の通 り否定詞 〈NC>が
欠 落 して い る。Arch(Mt22.8)A3bBANMHBSMA丑OCTOHNH.;Mar
(79-2)A3[E,BANHV[NCBBII[IA]工OCTOI,INVa.[…が,招 かれていた のは,
ふ さわ しくない人 々で あ った。];Ass(47d-27)A3[bBANIL,INCBSillA
且OCTOMNI・;Ostr(81a-7)A3bBANMH・NCB「BMA丑OCTOHNH;Mst
(61B-5)A31)BANVal,INCBSMA]1[OCTOI,INX.
③45vL3:原本 は 〈3McNmc>。我 々は 〈3McNmc(sic)〉とテ クス トを
定 め たが これ が正 しい。2は 自分 で読 んで しま った が故 の錯誤 で,〈3NA-
MCNmC>と 期待 され る形態 で翻 刻を行な って しまって いる。Cf.Mar(87-
10),Ass(48c-11)3NAMCNMC;Ostr(81d-16),Mst(63r-14,132a-19)
3NAMCNMre.
④48-3～4:原本 は3行 末 に 〈丑poy>,4行初 めに<IA>とある。従 って,




⑤62-1:原本 はFど お り朱 書 で,〈P>と 〈0>が合字 で あ り,そ の上 に
THTfloを有 する。我 々は本文 を<PO>と して,〈PO>は合字 と注 した。 だが,
Zは 本 文 を 〈P>と誤 まる。 た だ し,〈O>と の合字 ら しき ことを注 でほのめ
か す。 〈P>と〈O>の合字 であ ると明記 した上 で,本 文 を 〈PO>とす べきで
はないか。Cf.Ass(61d-14)POA[181];Ostr(107a-6)PnA[181];Mst
(97a-13)聖句番号 な し。
⑥79v-8～12:欄外 に朱 の十 字の模様 があ るが,原 本 で も確認 した。我 々
もZも 共 に注 で説 明 した。
⑦83v-1:原本 は 〈HMA+iitlie-lmOGi・〉と,〈MMA>の 右 肩 に小
さな十 字を付 し,〈qTOnPOCAHIA・〉を横線 で抹 消 してい る。Fに 同 じ。
Zは 〈MMA(qTOHPOCArllA・)〉とす る。Z〈MMA>のTHTmは 不要 で
はないか。 さ らにZは 注において 〈+〉を参照符 と見,上 方 に消えた何 らか
の テ クス トが あ った可 能 性 を示 す。 原本 で は そ こ迄 は分か らなか った。
Arch(MclO.36)HMA+ma・qTOXOHICTA・AACbTBOPrO
BAMA・Cf.Mar(157-14)レIMAqTOXOIIITCTAAAC[bTBOPHiiBAMA.
[何を して ほ しい と,願 うの か];Ass(78d-27)MMA・qbTOXOIIICTA
且AC[bTBOPithBAMA:;Ostr(135d-5)MMAqbTOXOIIICTA・llA
CbTBOPEiiBAMA;Mst(127B-20)HMAqTOXOIIICTA丑AC[E,TBOPK[)
BAMA.な おZで は 〈T>のご ときjersの省 略を示す文字 上の2点 〈・・〉は
翻刻 されない。 ここには関わ らないが 〈N>な どの カギを有 す る文字 も同様
の方針で翻字 され ない。
⑧92v-16:原本 においてイ ンクが かすれ ぎみ に 〈M8PO>とあ る。 我 々は
この語 を抹 消 したか とみたが,2は 注で はっきり しない後代 の筆 と してい る。,
原 本では(Fで もそ うだが)た しかにかすれていて,手 も異 なる印象を うけ
る。 しか し,こ の語 は この位 置では本 来不 要の語だが,抹 消 とみ るの は正 し
くな く,不 要 な加筆 とみるべ きで,Zの 判 断が正 しいであ ろう。Arch(Mt
26.12)BT)3JIHIABX)MIBOM8POCH・MyPOCeNATtE,JIOMOIC;Mar
(98-4)BL3JIB島BbHIHBOCHMVPOCCNATもJIOMOC[この女 がわた






⑨101v-9:原本 は 〈ICFOICFO>。Zの本文 に は 〈ICFOICFO>とあ るが,
注 に 〈ICFOECFO>とあ る。 後者 〈rCgFO>は単純な ミスであ ろう。 なおcf.
Arch(J18.25)C丑AMT七1苗OyqCNI侃丁)rCFOICFOICCI4・;Mar(390-7)




通 り重複 である。我 々 も 〈rCForCFO(sic)〉と した。
⑩10q-7:原本 は削 って抹 消。抹消 された文字 はかすか に読 める状態 だが,
最 後の文字 がは っき り しない。 だが,Zが 読 む ごと く<HCPCMCH>か。 決..↑
定 で き な い 。Cf.Arch(Mt27.9)THMACbB51CAPCqCNOICnPPKMb・
[]HCPCMmCIOFJIK)HIK)・;Mar(105-20)T'bFIILACbBblCTもCA
PCqCNOCnPOPOKOMbF"lfiilllTCMb.[こう して 預 言 者 エ レ ミ ア に よ っ↑





⑪109-5:原 本 で は 〈IC>が は っ き り 読 め る 。Cf.Arch(Mt27.37)Cb
ICCTb・・fitbValOllCtaCKI)・;M。,(108-11)CbCCT七H面HIO丑CHCKち.




⑫113-7:原 本 は 〈B6BONIAMH>。Zは テ クス トに お い て 〈B[bBONIAMH>
と す る が,注 に お い て 〈BbBbNAMH-Taκ!〉 と す る 。 第2の 語 の 〈Bb・〉
は 単 純 な 誤 り で あ ろ う 。Cf.Arch(J19.40)HOBI,ICTAICIIONIABAMM・
C[bBI,BONIAMレ1・;Mar(396-16)tOBHCTCCPH3AMHCbAPOMATH.
[彼 ら は,… 香 料 を 入 れ て 亜 麻 布 で 巻 い た 。];Ass(106c-21)HOBICTCC
PI3AMI・CbAPOMATbl・;Ostr(195a-13)140BHCTAICPH3AMH
CbAPOMAT'bl・;Mst(156B-1)HOBIilCTAICPH3AMHCIbAPOMA分bl、
な おArchの 〈BbBONtaMH>の 冒 頭 の 〈B[b-〉は 誤 り に よ る 重 複 で あ り,
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9〈BONIAMM>で こ と た り る 。 〈BON}A>は複 数 形 〈BONIA>のみ で 〈香 料 〉
の 意 で あ る 。 よ っ てZの よ う に 〈C6B[bBONIAMM.〉 と 切 ら ず に,〈C6
B'bBONIAMH(sic).〉と した 方 が 良 い の で は な か ろ う か 。
⑬116-8:原 本 第8行 中 〈ICFO+・1・1>のよ う に 十 字 印 が あ り,第7行 右 欄
外 に 枠 囲 み で 〈BC丑OmA>と 補 う。 我 々 もZも 〈ICFO.(BCIIOIIIA)H>と
し た 。Cf.Arch(Mt27.2)MCbBA3AB61HCICFO+・HnPC丑AIIIAM
noNbcKoyoyMoynH皿AToy・MFcMoNoy・*7行 欄 外 に:BcAoMA;
Mar(105-3)tCI〕BIE,3ABT)HICHB'BCA.LnPBnA皿AHfiONTbCKOy-
MOynHJIAToy.thCMoNoY・:・[イ エ ス を 縛 っ て 引 き 出 し,総 督 ピ ラ トに








⑭117v-1:原本第1行 目 〈qTぴc>のように 〈M{C>は小書 きでス ラーを持
つ 。Fで は 〈}KC>は読 め るが,ス ラー はわ か らない。Zの 注 の通 り。Cf.バ 　 　
Arch(Mt27.22)qTOmeC[bTBopoy・HCOYNAPHUAICMOyXOy・;Mar
(106-28)qTOM{CC〔bTBOPtmMCANAPMIIACMAAFOXA.[そ れ で は キ






⑮117v-8:原 本 〈nPe丑A>。Zも 正 し く<nPc丑A>と し て い る が 注 が な
い 。(sic)と す べ き で は な い か 。Cf.Arch(Mt27.24)nPMHM5BO丑Oy・
OYM61POyllち ・nPC亙ANAPOIIOMT)FJIIA・;Mar(107-7)nPHCM七
Bo丑盃oYIMblPthllsnPs日6NAPoAoMbFJIA.[水 を 取 り,群 衆 の 前






⑯121v-6:原本6行 目中央 に空 白あ り。 削去 したと思 われるが,Zに よれ
ば10～12文字 が削去 されて い るとす る。 すなわ ち 〈KAMCNbω]IBCPH>
と考えてい るよ うだが,原 本では読 みえなか った。 したが って論 じられない。
なおZは5～7行 のテ クス トを 〈KAMCNbω 丑BLPHFPOBA.〉とす るが,
〈丑BbPI,1>は〈llBbPI4H>が正 しい。 〈M>が1字 抜けて いる。Cf.Arch(Mt
28.2)H[[PMCTOYn∫lbCOBAJIL,IKAMCNbω丑BbPHHFPOBA・;Mar
(111-22)IIIP"CTifiHbOTT)BA"1,IKAMCNbOTI,ZIBbPCIIFPOBA.




⑥BAJIHKAMCNbZI511BbPM4P戸OBA>は字 義通 りでは 〈墓 の扉[PL]
か ら石 を転 が して どけた〉 の意であ る。
⑰123:Menologion開始 を示す 門様 の装飾(3acTaBKa)上に,細 字で書
き込 みがある。 原本 において はイ ンクが薄 くと くに後半部分が消えつつ あり,
全 体 の判読 は困難 であ った。Zは 〈AJIIOBA3ACTABI仙CHCKA}ICC(N)
nlO÷〉と読んでいる。 〈(N)〉は上書 きを示す。原本 では 〈AJIIOBA3ACTA－
トロ
[]UCHCI{A}KCnlO:一 〉 の よ う に あ る 。 む ろ ん 続 け 書 き で あ る。[]
内 は 色 が 薄 くて 読 め な か っ た 。 本 文 に 直 接 か か わ ら な い ゆ え に,今 は こ れ 以
上 言 及 しな い ㈹ 。
⑱132-2:原 本 も 〈MM>。zも 同 じ だ が,(sic)の 注 な し。 注 す べ き で
あ ろ う 。Cf.Arch(L21.16)RPC且ANレ1}1{CBOY丑CTCPO丑1,ITCJI'HI4H
BPATHICIO・14PO日田MLI・1丑POYF七1・;Mar(294-15)HPS刀ANH}正{C
BthJICTCPOIII・ITCJ'1[blHBPATPI,IHii.MPOAOMT)HnPOyFbl.[しか し,





⑲139-2:原 本 〈taKocNoYcA>。zは 〈HKocNoYcA>と 切 る。 我 々 は








IdCTOqbNMK[bKP[E・BCICIA.Zは恐 ら くcopyistの誤 ま っ た 読 み に よ る 単
語 を 再 現 す る べ く<HKOCNOYCA>と した の で あ ろ う が,直 し す ぎ な ら ぬ 』
読 み す ぎ で あ り,他 本 との 対 照 か ら 〈HKOCNOYCA(sic)〉で よ い と 考 え る。
な おArchの 〈K'E,KPちBC>につ い て はZも 〈TaK!〉と し,我 々 も(sic)
と した 。
⑳158-21:原 本 は 〈BoJ'IHI・1・H>と中 点 あ り。 我 々 は 〈BoJMHH(sic)〉
と し た が 訂 正 を 要 す る 。Zは 〈BonHHH>と す る が ピ リ オ ドを 欠 く。Cf.
Arch(Mt11.ll)NCBbCTAB6POH{CNHMMCNAMH・BO∫MH・HHωA-↑
NAKPTnlA・;Mar(34-26)NCB七CTABbPOH{丑CN61Xb}KCNA .MM
BOJ'ICI,IHOANAKP玉CTHTC"S.[女の 産 ん だ 者 の 中 で,バ プ テ ス マ の ヨ




BOJrHHIωANAKPCTHTCJIA.な おArch〈BOJIHM・H>の2語 目 の 〈H>
だ が,こ れ が 第158葉 の 最 終 行21行 の 末 尾 に 位 置 し て い る こ と か ら,次 葉
第1行 〈HωANA>の 語 頭 の 〈1,1>を先 取 り し重 複 し て 書 い て し ま っ た 可 能
性 が あ る。
⑳161v-20:原本 は 〈CCTPA>。Zは 〈CCCTPA>と す る が 誤 ま り 。 読 み 込




BA.LMAPHSMAF丑AJIHNH.[さ て,イ エ ス の 十 字 架 の そ ば に は,イ エ
ス の 母 と,母 の 姉 妹 と,ク ロバ の 妻 マ リ ヤ と,マ グ ダ ラ の マ リ ヤ と が,た た















⑳171v-9:原本 は 〈CCnTTAMBP・〉。 〈T>は2度繰 り返 され,し か も第
1のそれ には上部 に1点,第2の それ には2点 を持つ。Zは 〈CCnTAMBP.〉
とす るが誤 りである(Zは 上方 の点は印刷せず)。綴 りとしては 〈T>はひと
つ ゆえ,我 々は(sic)と注 した。
⑳174vl下方 の細字 によ る後記5行 は,残 念なが らイ ンクが薄 くな って
いて,時 間 もな く読 めなか った。 先頭 の 〈14>のみは明 白であ る。 したが っ




あ るい はイ ンクが薄 くな ったのか不明 だが よ く見 えない。 し
か しZの 言 うように 〈llPMIII…C>とかすか に読 みとれ る。
⑳177:下方欄外F以 上 に読 めず。 時間 もな か った。 我 々 はー 〈ABJIFO-
lCqCTCT玉BNbbB∫ICN6b3A(ll).〉と読 んだが,2は 〈A?B而OICqCTCT七
BNb?bB"CNb??b3A(日).〉と読 んでい る。 検討 できなか った。
⑳178v:Arch最終葉 ウラ残念 なが らよ く読 めなか った。 時間の制約 が最
大 の要因であ るが,羊 皮 紙の状態 もあ ま りよ,くな く,す れ た りイ ンクが槌色
















4.前 節 の ま とめ
我 々の これ までの研究 は1912年版のFに よ ってい る。 しか るに1997年
に2が 刊行 され た。 筆者 らのFに 基づ く翻字 テ クス トと照合 してみ ると,
多 くの箇所 で齪齪 をきた して いた。Fは 写真版 であるか ら,常 識 的には原 本
と同一 のはずで ある。 ただ し1912年とい うカ ラー写真 ・印刷 の最初期 の製
作ゆえ,技 術的 な拙劣 さによ って,読 みに くい部分 がある ことも容易 に想 像
され る(25)。しか し,違 いの確認 は,Fに もう一度 たち帰 ってチ ェックす るこ
とを要す る。それ を行 な ったが,そ れ で も若干 の疑 問点 が残 った。最大 の問
題 はいわゆるカ レンダー部分 の朱書 きであ った。 この部分 は色 がずれて読 み
に くい部分 が多 い。 しか し,重 要 なのはテ クス ト本体 であ る。私 は早 くか ら
原本 を見 る ことの必要性 を感 じていた。
今回,モ スク ワに行 ってみて大 きな障壁 にぶつか った。上 で述 べた ことと
重複するが,大 事 な事柄 ゆえに再述す る。 ロシア側 の立場は守 りの立場 であっ
た。 原本 の閲覧拒 否で ある。 そ もそ も,原 本 をい ちいち見せ る必 要 をな く
し,確 実 に保存 す るとい う原則 的立場か ら,原 本 にか わる版 として1997年
版 を刊行 したと主張 する。 しか もテクス トの校 訂者 はその分 野の第一 人者 で
ある}RyκOBCKaflが担 当 した こと,よ って無謬 であ るとい う主張 であ った。
さ らに これ までの研究用 の版 であ ったFは,写 真版 であ り,写 真 は写真 で
あるか ら,実 物 の原本 に もこう書 いてあ る筈だ とい う主 張であ った。 これ を
論破 す るの は至難 の技 で ある。CoκOilOBaは原本 を直 接調 べて,優 れた論 文
を書 いた㈱。}KyKOBCKafiは原本 を丹 念 に読 んで,時 には光学的処置 まで行
な って,1997年版 を刊 行 した。 しか し後者 にい くつか の読 みに疑問 が生 じ
たな らば,こ れは原本 に直接 ついて,問 題 を解 決 しな ければな らない。
そ うい う意味 で,今 回の短 時間内の原本 閲覧 において,原 本を見な けれ ば
判明 しなか った成 果 といえ るの は,前 節 の① だけと極言 できるか も知れない。
⑳ もこれに準 じるであろ う。⑩⑯⑳ も原本 を見 ることでやや読めた。⑰⑳⑳
⑳ は読 み うる状 況ではなか ったが,本 文 に直接かかわ らぬ ことか ら,放 置す
るよ うな形 にな った。 他の箇所 はFで 十分 に判定 で きた と もいえ よ う。 そ
して(sic)をほどこすか否かの問題 に集約 されよ う。
しか し,た った1箇 所 とはいえ① の問題 はArchの文献学 に とって重大 な
問題 で あ ると考 え る。 写真 で ある筈のFの 語形 が異 な って いる ことは,2
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に示 唆 され る ものの 一 ただ しZに は まった く注な し一,原 本 に よ って
しか証明 しえないか らである。筆者 は影 印本 が信用で きない ことを経 験的に
知 っていたが,し か しまさか①のケースがそれであった とは想像 していなか っ
た。驚 いた。 ロ シア側 も,こ の誤 りの指摘 には素直 に同意 して くれた。
おそ ら く1912年の フ ァクシ ミリ版製作時,製 版の ある段 階におい て,あ
ま りよ く写 っていなか った 〈b>が専門家ではな い何者か によ って 〈T>に変
え られた。 多分 〈1>の部分が は っき りしていて,〈)〉の部分 が不鮮 明であ っ
たのだろ う。一 く⊃〉の部分 にあた る場所 がFで はやや丸 く黄味 がか って い
る。 一 そ こで 〈T>の左半分 と誤認、して,右 に伸び るはずの横棒 をなぞ り
加 えたのではないか。写真 の美術的見地 か らだ った と思 われ,学 問的見地か
らでは け っしてな い。原 本 は明確 に 〈T>であ る。 これが なぜ明 らか に写 っ
ていなか ったかは,前 後の文字 は黒 々と写 って いるか ら光学 的な問題があ っ
た としか思えない。Fだ け見ていたのでは,あ たか もhapaxか,単 に誤 まっ
た 一 しか も理 由の分 か らぬ 一 語形か と しか判定 されぬであ ろう。
言 いふ るされた ことだが,文 献 学 にとっては テクス トは最 大の関心事で あ
り,そ のテ クス トは原本 をみ るにか ぎる。それができぬ場合 は,次 善 策 と し
て,良 質 の写真 とその翻刻 によって示 さるべ きである。Fが 永 く標準版 と し
て研 究に用 い られて,大 きな貢献をな したことは認 めなければな らな いが,
すでに写真 技術 と して古 い とい うことも率直に認め るべ きであ ろう。 ロシア
側 は この点 は少 し分 か っては くれたが,し か らば新 しい ファクシ ミリ版の制
作を とい うことには全 く期待が もて る感 じでは なか った。 原本閲覧は依然 と
して難 しくあ りつづけ るであ ろう。
5.お わ り に
今回原本 を 自ら閲覧で きた。 良 い状態で保存 されてい ることを まの あた り
に した。 さらにFに 誤 りがある ことが確認 できた。
本文確定 に関 して言 えば,校 訂注 をど こ迄 設 け,ど の語 ・句 に 〈(sic)〉
を付す るか,と い う月並 みな問題 に最終的 に逢 着す る。 筆者 らは これ をい っ





創 価 大 学教 授 藤 沼 貴先 生,ロ シア国 立 図書 館 東 洋 文学 セ ンターK).B.
MHHaκoBaさん,ロ シア国立図書館 古写本部 Φ.B.Mo刑aHoB氏,ロシア国
立 図書館写本部 ロ シア古写本 セ クシ ョンM.B.JleBoqκHH博士
注
(1)た とえ ばBHHoKypの《PyccK岨fi3blκ;HcTopMqecκMnoqepK》の 第4章 を 見
よ:F.O.BvaHoKyp,H36paHHblepa60TblnopyccKoMy只3Hκy,M.,1959,cTp.33.
(2)以 下 の1)で示 す フ ァ ク シ ミ リ版 に 付 され たパ ンフ レ ッ トのF.FeoprHeBcKMA
の文 章 を参 照 せ よ。
(3)こ れ まで の 研 究 の報 告 書 は次 の通 り。 岩 井 憲幸 ・服 部文 昭 「古 代 教会 ス ラ ブ
語 の地 方 的 変 種 か ら古 代 ロ シア 文 語 の萌 芽 に か か わ る研 究 一 「ア ルハ ンゲ リ
ス ク福 音 書 」 を 中 心 と して 一 」,平 成10年3月;岩 井 憲 幸 ・服 部 文 昭 「古 代
ロ シ ア文 語 の 萌 芽 期 に お け る 特 性 の 研 究 一 「ア ルハ ンゲ リ ス ク福 音 書 」 を 中
心 と して 一 」,平 成14年3月 。
(4)こ の フ ァク シ ミリ版 には 次 の よ うな モ ノ ク ロに よ る本 文 の み の マ イ クロ フ ィ ッ
シ ュ 版 が あ る 。ArchangerskojeevangelielO92g.;Fotomechanicheskoe
vosproizvedenie.Moskva,1912.[Microficheedition,InterDocumentation
Company,Leiden.]筆者 は 国 会 図 書 館 本 を 見 る前 の ラ イ デ ン滞 在 中 に,こ の
マイ ク ロフ ィ ッシュ を入 手 し,そ れ 以 後 も研 究 に 役立 てて い る。 ただ し,カ ラー
の 国 会 の1912年フ ァ ク シ ミ リ版 と モ ノ ク ロの この 版 を比 較 す る と,カ ラ ー と
モ ノ ク ロの 差 なの か,極 端 な場 合 だ が一 方 で読 め て他 方 で読 め な い とい うケ ー
スが 存 在 す る。 筆 者 は,当 時 の 技 術 水 準 か ら,い ち い ち の製 品 各 簡 閲 に 出来 の
上 出 来 ・不 出 来 が あ った の で は な いか と,ひ そ か に考 え て い た。 た とえ ば,朱
の 大 文 字 部 分 をふ くむ 葉 で,印 刷 にず れ を お こ して い る本 が あ る。 な お先 走 っ
た 注 とな るが,こ の モ ノ ク ロ の マ イ ク ロ フ ィ ッ シュ版 で も18v-3の問 題 の 箇
所 は 《T》で あ った 。 ただ し,明 らか に この 文 字 の み 色 が 薄 く,不 自然 な感 じ
を 与 え る。
(5)寄 贈 の 受 け 入 れ 印 の 日付 は平 成4年(1992)ll月 。 次 の 紹 介 文 を 参照 せ よ:




(7)〈CnoBoyKa3aTenM>はT.JI,MHpoHoBaが担 当 して い る。
(8)函 架 番 号No.1666.
(9)1912年 美 術 複 製 本 に は 木 の 表 紙(た だ しボ ー ル 紙 を い くえ に も重 ね て 印 刷
され た 紙 で 包 ん だ 複 製)と 背 の 部 分 にか けて,本 全 体 を背 で支 え る た め に3本
の 革 紐 が 存 在 す るが,原 本 には す で に無 か っ た。 しか るべ き箇 所 に穴 の あ い た
無 骨 な 板 の 表 紙 の み で あ る。
(10)A.E.BllKTopoBの7行か らな る書 き込 み。 参 照:岩 井 憲 幸 〈『ア ル ハ ンゲ リ
ス ク福 音 書 』 の 古 文 書 学 的 事 項 とincipitにつ い て 〉 「文 芸 研 究 」 第73号,
1995年3月。
(ll)Marは刊 本 で の ペ ー ジ と行,AssとMstは 刊 本 で 表 示 され て い る葉 と行 を
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示 す 。Ostrは該葉 オ モ テ 第1欄 ・第2欄 を そ れ ぞ れa・b,同 ウ ラ(06.)の第
1欄 ・第2欄 を そ れ ぞれc・dと して,葉 ・欄 ・行 を 示 す 。
(12)参考 文 献A7に よ る。
(13)24a-20のテ クス トと 〈NblNA>のみ 異 な り,他 は 同文 。
(14)185b-5のテ ク ス トは,〈PCqCNOIC>の後 の 中点 を欠 き,〈HPPKbMb>と す
る ほか は196c-13のテ ク ス トと同 文 。(以 下 校 訂注 は略 記 す る。)
(15)169a-9:〈fiONVTbC正{OyOyMOy>のみ 異 な り,他 は 同 文。
(16)160a-20:〈HONbTbCKOyOyMthnHJIATOYHrCMON苗.〉の み 異 な り,
他 は 同文 。
(17)157B-5:〈ICBM>,〈XPHCT8>のみ異 な り,他 は 同文 。
(18)157B-14,'160r-25:〈FJrA>のみ 異 な り,他 は同 文。
(19)こ の 書 き込 み に つ き,Cpe3HeBcκHnT.1,cTp.948〈3ACTABHIIA>の項 に
〈∫Iro6a3acTaBHue.〉と前 半 の み 引 用 す る。 な おneBoqKHH氏は こ の一 文 を 〈A
JIiOBA3ACTABHHC.MCKA}KCMn[lil]K)〉と読 む(Z刊 本,cTp.16)。い
ず れ にせ よ後 半 の読 み で意 見 が 分 か れ る が,今 の と ころ筆 者 に は判 断 で きな い。






1696-12.〈Boy旦cTc>,〈BPATIIclo.〉の み 異 な り,他 は 同 文。
192B-9〈KPCTJIA>のみ異 な り,他 は 同 文 。
272b-1〈HICOBち〉と異 な り,他 は 同文 。
159B-17〈CTOIAAXOy}KCOyICPbCTAICBAMATHICFO.〉の み 異 な り,
他 は 同 文 。
(24)168a-2:〈CTOIAAXOy}KCOyK]PCTAICBAMATI41CPO>,〈MAr丑A-
A[blNM>のみ 異 な り,他 は 同 文 。
(25)個 々 の 本 の 出 来 あ が り に 差 が あ っ た こ と が,刊 行 直 後 の 次 の 書 評 で よ く 知 ら





参 考 文 献*注 で 述 べ た もの は再 掲 しな い。















7)聖 書,日 本 聖 書 協 会,1974,




3)木 村 彰 一,古 代 教 会 ス ラ ブ 語 入 門,白 水 社,1985.
【本稿は平成14年度～17年度文部科学省 ・日本学術振興会の科学研究費補助金
(基盤研究(c))による研究成果の一部である。(課題番号:14510607)】
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